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平成２１年度 当初予算案主要事項説明

文化環境部

こころの未来育み事業費事 業 名

予 算 額 新 規 ・ 継 続 の 別 継続２，０００ 千円

１ 目 的

京都大学の「こころの未来研究センター」と協働して、地域と

連携した研究の成果等を、セミナーの開催や府施策への活用等を

通じて、若者をはじめ幅広い府民に還元し、豊かなこころを育む

事 業 内 容 機会を 提供する。

２ 内 容目 的

・ 「こころ」をテーマに、様々な分野の講師によるセミナー、

対 象 フォーラム等を開催

・ 社寺・祭をはじめ京都をフィールドに「こころの癒し」につ

方法等 いて研究した成果を、シンポジウム開催や今後の府施策への活

用等により府民に還元

担当課・係名 文化芸術室 振興担当 課・係 電話番号 075-414-4219

文化環境－１



平成２１年度 当初予算案主要事項説明

文化環境部

映画・映像人材育成事業費事 業 名

予 算 額 新 規 ・ 継 続 の 別 新規２，５００ 千円

１ 目 的

京都の映画芸術・産業の振興に向けて、映画・映像作家への技術

指導や国際映画祭等への参加支援など、京都の映画関係企業やドイ

。ツ文化センターなどとの協働により若手育成プログラムを実施する

事 業 内 容

２ 事業内容

◆映画・映像作家育成ラボの開催

目 的

①映画・映像作家を目指す若手作家が制作した作品を公募・選抜

対 象 し、若手作家が優れた国内や海外の監督の指導が受けられる映

画製作実習プログラムを実施。

方法等

②国際映画祭参加経験のある海外の若手作家を招聘し、国内作家

とともに京都の撮影所での映画製作実習を行うなど、国内と海

外の若手作家との交流プログラムを実施。

③映画・映像作家育成ラボ受講生に対し、国際映画祭への参加な

どについて支援を行う。

担当課・係名 文化芸術室 芸術担当 課・係 電話番号 075-414-4222

文化環境－２



平成２１年度 当初予算案主要事項説明

文化環境部

世界遺産を目指す天橋立再発見事業費事 業 名

予 算 額 新 規 ・ 継 続 の 別 継続３，０００ 千円

１ 目 的

天橋立の世界文化遺産暫定一覧表候補としての提案については、

暫定一覧表への記載は逃したものの「提案書の基本的主題を基に準

備を進めるべきもの」との評価を得たことから、国からの課題を踏

まえた調査研究に取り組むとともに、国際的な理解・評価の向上や

天橋立の知名度を更に高めることに取り組み、早期の暫定一覧表記

載、ひいては世界文化遺産登録を目指す。

事 業 内 容

２ 内 容

目 的 （１ 「天橋立世界遺産登録推進委員会（仮称 」の運営費） ）

世界文化遺産暫定一覧表記載を目指すための諸課題解決に向け

対 象 た検討、協議を行う。

方法等 （２）調査研究委託事業

天橋立の普遍的価値を証明するため、調査研究を実施する。

（３）国際的なシンポジウムの開催・知名度アップ事業等

天橋立の国際的な理解及び評価を高めるとともに、国際的評価

の向上等について有益な助言を得るため、国際的なシンポジウム

、 、を開催するとともに 知名度のアップや地元の意識を高めるため

数々の取組を効率的に実施する。

担当課・係名 文化芸術室 振興担当 課・係 電話番号 075-414-4219

文化環境－３



平成２１年度 当初予算案主要事項説明

文化環境部

教育委員会

古典の日関連事業費事 業 名

新規予 算 額 新 規 ・ 継 続 の 別１３,２００ 千円

１ 目 的

源氏物語千年紀委員会が提唱した「古典の日」宣言を継承発展さ

せるため、同委員会の各構成団体と引き続き協力・協働して推進す

るとともに、京都府、京都市、京都府教育委員会、京都市教育委員

会等関係機関が連携して、古典に親しみ次の世代へつないでいく事

業を実施する。

事 業 内 容

２ 開催内容

千円)事 業 名 事 業 概 要 所要額(

古典の日推進フォーラムの開催 2,000

古典の日推進事業 <平成21年11月1日> <府市協調>目 的

費 古典の日推進に向けた次世代育成 3,200

（文化環境部） 小､中､高校生による古典文学朗読・対 象

△

（教育委員会） 暗唱大会の実施

高校生が古典に親しみ学ぶ講演会等方法等

△

の実施

源氏物語千年紀 源氏物語千年紀を契機に制作した逸品 1,500

匠の技継承事業活 の府内巡回展の開催

用推進事業費

（文化環境部）

京都ｅラーニング塾 大学との連携の下、ｅラーニングを活 500

古典の日講座開催 用した古典講座の開催

費

（文化環境部）

＜古典の日にちなんだ伝統文化に親しむ機会の創出＞

世界無形文化遺産 世界無形文化遺産の登録を記念した展 6,000

登録記念事業費 覧会「受け継いでいく祇園祭展 （仮」

（文化環境部） 称）を京都文化博物館で開催

担当課・係名 文化芸術室源氏物語千年紀担当 課・係 電話番号 075-414-4217

文 化 芸 術 室 振 興 担 当 075-414-4219

文 化 芸 術 室 芸 術 担 当 075-414-4222

スポーツ生涯学習室生涯学習担当 075-414-4284

教育委員会学校教育課指導第１担当 075-414-5833

教育委員会高校教育課指導第２担当 075-414-5852

文化環境－４



平成２１年度 当初予算案主要事項説明

文化環境部

京の文化拠点創造事業費事 業 名

予 算 額 新 規 ・ 継 続 の 別 新規２８，７２５ 千円

１ 趣 旨

京都の文化力を活かし 「文化 「環境 「学術」を通じた交流、 」、 」、

・発信、にぎわいを創出するため、新たな文化創造拠点の整備、

再生を行う。

２ 事業概要事 業 内 容

目 的

対 象

方法等

担当課・係名 文化芸術室 企画担当 課・係 電話番号 075-414-4217
文化環境総務課 総務企画担当 075-414-4181

文化環境－５

事項名 予算額 事業内容

北山文化環境 ・植物園・総合資料館・府立大学を千円

ゾーン整備推 3,000 含めた整備構想の策定

進費 ・府立大学と連携した新総合資料館

の整備計画の策定

・府立植物園エントランス、カフェ

テラス整備計画の策定

京都文化博物 25,725 ・京都の文化力＝まるごと「ほんま

館再生事業費 もん」で体感する新しい京都文化

の博物館に再生



平成２１年度 当初予算案主要事項説明

文化環境部

北山文化環境ゾーン整備推進費事 業 名

予 算 額 新 規 ・ 継 続 の 別 新規３，０００ 千円

１ 目 的

北山地域が京都の文化・環境・学術を世界に発信する拠点地域

となるよう、将来像の基本的方向性『街区構想』を描くとともに、

府立植物園の「魅力あふれる施設」の整備計画を策定する。

２ コンセプト事 業 内 容

○「文化 「環境 「学術」を通じた交流・発信、にぎわい創出」、 」、

○ 京都の文化力を活かした「文化と環境の共生」の創造、発信

目 的

３ 事業概要対 象

○ 北山文化環境ゾーン整備委員会（仮称）の設置方法等

◆ 植物園・総合資料館・府立大学を含めた整備構想の策定

◆ 府立大学と連携した新総合資料館の整備計画の策定

○ 府立植物園「魅力あふれる施設」整備計画の策定

◆エントランス・カフェテラスの整備計画の策定 等

担当課・係名 文化環境総務課 総務企画担当 課・係 電話番号 075-414-4181

文化環境－５－１



平成２１年度 当初予算案主要事項説明

文化環境部

京都文化博物館再生事業費事 業 名

予 算 額 新 規 ・ 継 続 の 別 新規２５，７２５ 千円

１ 趣 旨

博物館の顔である常設展を模型中心の展示から「ほんまもん」中

心の展示にし、京都文化博物館の再生を図る。

２ 事業概要

事 業 内 容 25,725千円（設計費）◆ 2 1 事 業 費

現、常設展示場（2･3階）の全面改修◆ 事業内容

コンセプト◆

京都の文化力＝まるごと「ほんまもん」で体感する新しい目 的

京都文化の博物館に！

対 象

・ 京の至宝」やゆかりの名品を四季折々に体感する「

方法等 ・世界無形文化遺産「祇園祭」を楽しむ

・現代に継承されている京都が誇る匠の技を五感で知る

３ スケジュール

平成23年の国民文化祭・京都2011に合わせリニューアルオープン

平成21年度 設計

平成22～23年度 リニューアル工事

平成23年度 リニューアルオープン

担当課・係名 文化芸術室 企画担当 課・係 電話番号 075-414-4217

文化環境－５－２



平成２１年度 当初予算案主要事項説明

文化環境部

教育委員会

開放型地域スポーツクラブ推進事業費事 業 名

予 算 額 新 規 ・ 継 続 の 別 継続２，０００ 千円

１ 目 的

京都府スポーツ振興計画の具現化を図るため、生涯スポーツ社会

実現プラン（アクションプラン）に基づき、京都府独自のクラブを

育成する。

２ 事業内容

事 業 内 容

(1) 大学と連携した地域スポーツクラブの創設 1,000千円

京都教育大学（ｋｙｏ クラブ）や府立山城総合運動公園（太2

陽が丘スポーツクラブ）で培った開放型地域スポーツクラブ育成

目 的 のノウハウを活用し、新たなクラブの設立を促すため、府内に立

地する大学等において、周辺地域の協力を得て、指導者と府民が

対 象 交流するスポーツイベントを実施する。

(2) 府立高校を拠点としたクラブの創設・育成 1,000千円方法等

府立高校が持つスポーツ資源を有効に活用し、地域の小・中・

高校生や成人が一体となって活動できる地域スポーツクラブを創

設・育成することにより、スポーツを通した地域コミュニティづ

くりに貢献する。

設置準備校(継続） 乙訓高校、京都八幡高校

設 置 準 備 終 了 校 鳥羽高校、南丹高校

既 設 置 校 久御山高校、綾部高校、加悦谷高校

担当課・係名 ｽﾎﾟｰﾂ生涯学習室 ｽﾎﾟｰﾂ振興担当 課・係 電話番号 075-414-4252

保 健 体 育 課 学校体育担当 075-414-5875

文化環境－６



平成２１年度 当初予算案主要事項説明

文化環境部

重要文化財京都府行政文書修理事業費事 業 名

予 算 額 新 規 ・ 継 続 の 別 新規８，０００ 千円

１ 目 的

平成１４年度に都道府県行政文書として日本で初めて重要文

化財に指定された「京都府行政文書」について、適切な保存と

積極的な利・活用を図るため、損傷簿冊の修理等を行う。

２ 事業概要事 業 内 容

○ 損傷簿冊の修復

目 的 ○ デジタルデータ（複製物）や保存箱（中性紙箱）の作成

対 象

＜参考＞ 重要文化財「京都府行政文書」の概要方法等

・京都府立庁前後（慶応４年(1868年)）から昭和21年度まで

の文書（15,407点）

・平成１４年度に都道府県行政文書として日本で初めて重要

文化財に指定

担当課・係名 文化環境総務課 総務企画担当 課・係 電話番号 075-414-4182

文化環境－７



平成２１年度 当初予算案主要事項説明

文化環境部

四季の彩り事業費事 業 名

予 算 額 新 規 ・ 継 続 の 別 継続１３，０００ 千円

１ 目 的

府立植物園の持つ四季折々の魅力を更に向上させることで、

より多くの府民に親しんでもらえる憩いの場を提供する。

２ 開催内容

事 業 内 容

春： 桜林」のライトアップ「

４月上旬

ソメイヨシノ、しだれ桜のライトアップ

目 的

夏：朝顔展示会、ハスの観賞会などの早朝開園

対 象

秋：紅葉の「オータム・イン・植物園」など四季折々の魅力

方法等 をＰＲするための事業

冬：観覧温室の夜間開園とクリスマスイルミネーション

１２月下旬

観覧温室をはじめ、北山門広場でのイルミネーション

早春：花の回廊

２月から３月の寒冷の時期にひと足早く春を楽しめる

よう、早春の草花を観覧ハウス内で展示

担当課・係名 文化環境総務課 総務企画担当 課・係 電話番号 075-414-4182

文化環境－８



平成２１年度 当初予算案主要事項説明

文化環境部

植物園施設整備費事 業 名

予 算 額 新 規 ・ 継 続 の 別 継続８４，０００ 千円（一部再掲）

１ 目 的

より多くの府民に植物園の新たな魅力を満喫してもらえる

よう、園の基盤的な施設の整備を図る。

２ 事業概要

事 業 内 容

目 的

対 象

方法等

担当課・係名 文化環境総務課 総務企画担当 課・係 電話番号 075-414-4182

文化環境－９

内    容

①

府立植物園「魅力あふれる施
設」整備計画策定【新規】
（北山文化環境ゾーン整備推進費
　で計上）

入りたくなるエントランス・カフェテラスに
整備へ向けた計画策定

② 中央休憩所トイレ整備【新規】
来園者が使いやすく親しみやすいトイレ
に整備

③ 園内水道配管設計【新規】
来園者の安心・安全のため、老朽化し
た水道配管を整備

④ 高所作業車更新【新規】
園内の安全管理のほか、展示サービス
としての高木剪定を実施するため更新

⑤ 「桜林」の再生整備
薄墨桜、ソメイヨシノ、しだれ桜等の「桜
林」で、春を長く楽しんでもらえるように
整備

⑥
府内産木材を利用した木製ベン
チ等の設置（再掲、農林水産部
所管）【新規】

花と緑いっぱいの中で、来園者に木の
香り・温かさ・良さが体感できる空間を提
供
　木製ベンチ、案内サイン設置等

項　　目



平成２１年度 当初予算案主要事項説明

文化環境部

こころのふるさと京都の文化財保護事業費事 業 名

予 算 額 新 規 ・ 継 続 の 別 新規１１０，０００ 千円

１ 趣 旨

学術上又は文化的価値の高い貴重な文化財の保全を図るため、

「文化財を守り伝える京都府基金」への寄附金等を活用しながら、

未指定文化財を含む文化財の保存、修理、防災対策等を総合的に

推進するとともに、雇用基金を活用し文化財保存伝承後継者の育

成を図る。

２ 事業内容事 業 内 容

(1) 文化財を守り伝える京都府基金等活用事業 98,500千円

① 文化財の保存、修理

国宝、重文等の修繕と合わせた有形文化財の保存・修理等

目 的 ② 文化財の防災対策

神社仏閣等歴史的建造物の耐震化工事、火災報知器の設置等

対 象 ③ 未指定文化財の保全

美術工芸品等文化資料の補修、収蔵庫及び防犯設備等文化資

方法等 料保存施設の整備、民俗文化資料の保全、遺跡・名勝・天然記

念物の保全等

(2) 選定委員会開催費等 1,500千円

選定委員会開催、リーフレット作成等ＰＲ経費

(3) 伝統的建造物修復事業（商工労働観光部所管） 10,000千円

社寺や古民家などを修復する担い手を育成し、伝統的建造物を

保存（雇用基金活用事業）

担当課・係名 文化環境総務課 総務企画担当 課・係 電話番号 075-414-4181
文 教 課 宗教法人担当 075-414-4522

075-414-4871雇用基金対策チーム

文化環境－１０



平成２１年度 当初予算案主要事項説明

文化環境部

祇園祭山鉾懸装品新調事業費補助金事 業 名

予 算 額 新 規 ・ 継 続 の 別 継続１５，０００ 千円

１ 目 的

祇園祭山鉾懸装品のうち文化財的価値が高く、大型で貴重な

前掛・胴掛・見送りなどの懸装品を退役保存するため、その代

替として現代の意匠・染織技術の粋を集めた懸装品新調事業に

事 業 内 容

対して補助する。

目 的

２ 平成２１年度新調事業計画

対 象

新調点数 ５点（予定）

方法等

事業費総額 ３７，５００千円

補助率 ２／５

担当課・係名 文教課 宗教法人担当 課・係 電話番号 075-414-4522

文化環境－１１



平成２１年度 当初予算案主要事項説明

文化環境部

私立学校教育振興補助金事 業 名

予 算 額 新 規 ・ 継 続 の 別 継続１９，６２１，２４２ 千円

１ 目 的
私立学校が京都府の学校教育において重要な役割を果たしているこ

とを踏まえ、私立学校の教育条件の維持・向上、保護者の教育費負担
の軽減等を図る。

２ 新規事業等の内容
(1) 学校施設の安全対策

200,000千円 (新規)① 私立学校施設緊急耐震化支援事業費補助の創設
学校施設の耐震化を促進するため、学校法人等が実施する耐震改修

。事業に要する経費について府独自で１／６を国制度に上乗せ補助する

24,835千円② 私立学校施設耐震診断調査費補助の拡充
学校法人等が実施する耐震診断事業に要する経費の２／３を補助する。事業内容

(2) 雇用不安へのセーフティネット
1,072千円① 私立高等学校生徒通学費補助金の拡充

リストラ・倒産による家計急変世帯など、経済的に厳しい状況にあ

る世帯の通学費補助を拡充する。

116,000千円目 的 ② 私立学校授業料減免事業等補助金の拡充
リストラ・倒産を事由として授業料減免を行った学校に対し助成を行う。

雇用不安が広がる中、助成対象に新たに幼稚園を加える。対 象

教委で計上方法等 ③ 高等学校緊急修学支援事業の実施（臨時） 10,000千円
リストラ等による家計急変世帯に対して臨時・緊急の奨学金を支給する。

(3) 幼児教育の振興
3,000千円 (新規)① 幼児教育向上支援事業補助金の創設

幼稚園の教諭人材不足等への対応に対し支援し幼児教育の振興を図る。

幼稚園教諭の派遣（幼児教育への支援）

▲

）

▲

臨床心理士等の専門職員の派遣（特別支援教育等の支援

2,000千円 (新規)② 豊かなこころ育成推進事業の創設
私立幼稚園における絵本や紙芝居等の教材を用いた読み聴かせや保護

者啓蒙活動を支援。

３ 予算の内訳
区 分 予算額（千円）

高 等 学 校 運 営 費 補 助 等 ９，８１８，０４６
中 学 校 運 営 費 補 助 ２，４８８，６５０
小 学 校 運 営 費 補 助 １，１４５，９５９
幼 稚 園 運 営 費 補 助 等 ５，４７１，８５１

８６，１６７専修・各種学校教育振興補助等
私 学 関 係 団 体 補 助 ６１０，５６９

計 １９，６２１，２４２

担当課 文 教 課 幼稚園・専修学校担当 課・係 電話番号 075-414-4517
・係名 小・中・高校担当 4518

経営・教育支援担当
高校教育課 奨学担当 075-414-5856

文化環境－１２



平成２１年度 当初予算案主要事項説明

文化環境部

健康福祉部

子育てサポートセンター事業費事 業 名

予 算 額 新 規 ・ 継 続 の 別 継続３７，７００ 千円

１ 目 的

保育所や幼稚園が、保育や幼児教育に関する専門性や実績を生か

して、地域の子育て相談事業を実施することにより、地域に最も密

着した子育て支援施設としての役割を果たすとともに、地域におけ

る子育て支援をより一層促進

事 業 内 容

２ 事業内容

保育所、私立幼稚園を活用した「子育てサポートセンター」の設置

子育てサポートセンター事業目 的

対 象 保 育 所 幼 稚 園

方法等 目 的 ◎地域に密着した保育所、私立幼稚園の専門性等を生かし

た身近な相談体制等の整備

内 容 ◎隔週の土曜日(年24回)､ ◎親子関係支援センター事業

専門性を有する保育士に 地域の保護者の育児の悩

よる地域住民を対象とし み等についての教育相談

た子育て相談 ◎地域の子育て力向上事業

地域の団体や父親等と連

携した保育の実施

担当課・係名 文教課 幼稚園・専修学校担当 課・係 電話番号 075-414-4817

こども未来課 子育て支援担当 075-414-4727

文化環境－１３



平成２１年度 当初予算案主要事項説明

文化環境部

京都府公立大学法人運営費交付金事 業 名

京都府公立大学法人施設設備整備資金貸付金

予 算 額 新 規 ・ 継 続 の 別 継続１０，８２７，７３０ 千円

１ 趣 旨

京都府立医科大学及び京都府立大学が法人化により、質の高

い教育研究等を実施することを通じて、府民の健康増進及び福

祉の向上等に貢献するとともに、中期計画期間に合わせた収支

見通しを立て、弾力的・効率的で透明性の高い運営の実現が行

えるよう支援する

事 業 内 容

２ 内 容

京都府立医科大学及び京都府立大学を設置・運営するため、

京都府公立大学法人に対し、その運営に必要な経費として、運目 的

営費交付金等を措置する。

対 象

・京都府公立大学法人運営費交付金 10,195,730千円

方法等

・京都府公立大学法人施設設備整備資金貸付金 632,000千円

担当課・係名 府大学振興課 課・係 電話番号 075-414-4525

文化環境－１４



平成２１年度 当初予算案主要事項説明

文化環境部

医科大学外来診療棟等（第２期）建設事業費事 業 名

予 算 額 新 規 ・ 継 続 の 別 新規２２３，０００ 千円

１ 趣 旨

京都府の医療拠点として府民医療に一層貢献できるよう、外

来診療棟を中心とする第２期の整備を行う。

２ 整備概要

事 業 内 容

全体内容 外来診療棟、臨床医学学舎の新築等

△

， （ 、 ）面積 ３４ ８５０㎡ 地上８階 地下１階

工期 平成２３年度完成、オープン予定

目 的

うち第２期工事

△

工期 平成２１年度～平成２３年度対 象

内容 第２期棟新築工事、既存棟（第１期棟

等）連結工事、外構等方法等

主な機能等（府民本位の３つの視点）

△

○府民にやさしい大学病院

小児医療センター

予防医学センター

急性期リハビリテーション拠点

地域医療支援拠点

患者にやさしい新外来棟

○環境に配慮した施設

○危機に強く、支えとなる建物

担当課・係名 府大学振興課 課・係 電話番号 075-414-4525

文化環境－１５



平成２１年度当初予算案主要事項説明
文化環境部・政策企画部
商工労働観光部・教育委員会

京都から拓く 新しい国民文化祭創造事業費事 業 名

予 算 額 新規・継続の別 新規・継続１３８，０００ 千円

１ 目 的
国民文化祭の京都開催に向け、京都の文化力の向上を図るとともに、開催準備

を本格化し、知名度アップや京都ならではの取組を推進する。

（単位：千円）
２ 内 容

事 業 内 容 事 業 費

国民文化祭京都開催準 実施計画大綱に基づき、事業別実施計画を策 30,000
備費 定し、市町村別実行委員会等の体制づくりや

効率的な広報等、府実行委員会を中心に推進

国民文化祭｢京都なら 府民発の文化力を高め 「京都ならでは」の取 1,000、
では｣モデル推進事業費 組を実施及び展開

事業内容
国民文化祭に向けた 国民文化祭開催に向けた気運の醸成と京都の 51,500
京都文化力向上事業費 文化力の向上

京都工芸・美術ビエ テーマを設定した工芸と美術の展覧会を隔年 (14,300)
ンナーレ等事業費 開催（21は工芸）等

目 的
舞台芸術振興・次世 次世代体験等を組み込んだ舞台芸術公演の開 (17,000)
代体験推進事業費 催等

対 象
次世代等古典芸能普 次世代体験等を組み込んだ古典芸能公演に対 (9,200)
及促進事業費 する助成

方法等
地域文化活動支援事 アマチュア等が参加する伝承・復興・創造等 (11,000)
業費 の地域文化活動の支援

国民文化祭推進事業費 文化団体等の国民文化祭への派遣支援等 1,000

京の次世代文化お手伝 小・中学生を対象とした「生の文化活動」に 1,000
い体験事業費 触れることを通じた文化お手伝い体験の実施

内弟子プロジェクト文 高校生を対象に、芸術家や伝統産業等の職人 2,500
化体験事業費 さんの創造・創作活動を一定期間体験できる

機会の提供

新 京都学生祭典開催 京都と中国の学生らによる伝統文化の交流 1,500
助成費 （政策）

新 「京都知恵と力の 府・京都市・京都商工会議所が連携し、京都 3,000
博覧会」開催準備費 産業の持つ優れた技術・製品や京都を代表す （商工）

る文化・芸術、洗練された食・もてなし等を
ＰＲする「京都 知恵と力の博覧会」の開催準備

文化の力をはぐくむ 高校文化部活動の活性化と京都文化の次世代 11,500
「京育」推進事業費 への継承 （教育）

臨 近畿高等学校総合 近畿高等学校総合文化祭の開催 35,000
文化祭開催費 （教育）

担当課 国民文化祭準備課 国民文化祭担当 課・係直通電話番号 075-414-4225
・係名 文化芸術室 芸術担当 075-414-4222

調 整 課 調整担当 075-414-4344
産業労働総務課 075-414-4819企画・地域資源担当
教育庁高校教育課 指導第２担当 075-414-5852

共通－１６



平成２１年度 当初予算案主要事項説明

文化環境部・政策企画部・商工労働部・農林水産部・建設交通部

「緑のＫＹＯディール」推進事業費（一部再掲）事業名

予算額 新規・継続の別 新規・継続１，２６９，９００ 千円

事業内容

目 的

対 象

方法等

環境政策課 075-414-4703
文化学術研究都市推進室 075-414-5194

担当課名 産業労働総務課 課 電話番号 075-414-4818
林務課 075-414-5002
住宅課 075-414-5361

共通－17

１ 目 的
環境技術の普及と開発が一体となった社会構造の転換を図るとともに、

ＣＯ 吸収源対策の取組により、オール京都による地球温暖化対策を推進２

する。

２ 事業内容

88,000千円太陽光発電「１５，０００戸」達成事業費

(86,000千円)･新エネルギー導入促進事業費（継続）

(2,000千円)･２１世紀住宅リフォーム資金融資（継続）

21,000千円けいはんなエコシティ推進費

(1,000千円)･けいはんなエコシティ構想策定費(新規)

(20,000千円)･ソーラーライト設置事業費（新規）

－環境経営促進金利優遇制度(京都ＥＣＯレート)（ ）継続

（ 、 ）0.2%の金利優遇 元気印認定企業(環境関連)等に適用拡大

54,000千円電気自動車等普及促進事業費（新規）

56,400千円エコ技術の開発・応用化推進

(34,400千円)･京都エコ産業推進事業費（継続）

(22,000千円)･京都知的クラスター連携推進事業費（新規）

13,000千円京都モデルフォレスト創造事業費（継続）

1,037,500千円地球温暖化対策森林整備１０億円事業費 (一部新規)

基
礎
的
な
技
術
開
発

電
気
自
動
車

太

陽

光

発

電

環

境

技

術

の

普

及

Ｃ
Ｏ

吸

２

収
源
対
策

森
林
整
備

環
境
技
術

の

開

発



平成２１年度 当初予算案主要事項説明

文化環境部

太陽光発電「１５,０００戸」達成事業費事 業 名

予 算 額 新規・継続の別 継 続８８，０００ 千円

１ 目 的

低炭素社会の実現を目指し、府民の住宅用太陽光発電設備の導入促進

を図る。

２ 事業内容

（継続 （８６，０００千円）（１）新エネルギー導入促進事業費 ）

２事 業 内 容 府内に新たに住宅用太陽光発電設備等を設置する者に対し、ＣＯ

削減量に応じたエコポイントを付与

府内での太陽光発電の導入を更に加速させるため、設置後１５年間

（昨年度の５倍）に削減が見込まれるＣＯ 量をポイント換算２

目 的

補助ポイント ２５,０００ポイント／ｋＷ

対 象 平均的設備（３.４ｋＷ）の場合 ８５,０００ポイント

（８５,０００円相当）

方法等

（継続 （２，０００千円）（２）２１世紀住宅リフォーム資金融資 ）

府内の住宅で太陽光発電設備工事等に要する資金を融資

平成２１年２月２日適用融資利率 １.６０％（融資限度額 ３５０万円）

地球温暖化対策課 推進担当 075-414-4708
担当課・係名 課・係 電話番号

住 宅 課 計画担当 075-414-5361

共通－17-1



平成２１年度 当初予算案主要事項説明

政策企画部、文化環境部

けいはんなエコシティ推進費事 業 名

予 算 額 新規・継続の別 新 規２１，０００ 千円

１ 目 的

学研都市サードステージプランで位置付けられた「持続可能社会」を実

現するため、環境負荷が低い｢低炭素社会｣の実現を推進する。

２ 事業内容

事 業 内 容 （新規 （１，０００千円）（１）けいはんなエコシティ構想策定費 ）

学研都市全体の環境共生基本コンセプトや目標を盛り込んだ基本構想の

策定

目 的 ①基本構想策定委員会の設置

学識経験者等で構成する委員会を設置し、基本構想の検討、策定を行う

対 象 ②基本構想イメージパースの作成

基本構想を広く府民に周知するとともに、エコシティとしての学研都

方法等 市の統一感をもった整備を促進するためイメージパースを作成する

（新規 （２０，０００千円）（２）ソーラーライト設置事業費 ）

①太陽電池パネルとＬＥＤ照明を組み合わせたソーラーライトの設置

②災害時の広域避難所及び避難所協力施設に近接する府道等に設置するこ

とにより、緊急時の停電等での夜間照明の確保を図る

文化学術研究都市推進室計画推進担当 075-414-5194担当課・係名 課・係 電話番号
環境政策課 企画担当 075-414-4703

共通－17-2



平成２１年度 当初予算案主要事項説明
商工労働観光部

環境経営促進金利優遇制度(京都ECOﾚｰﾄ)事 業 名

予 算 額 新規・継続の別 継 続－

１ 趣 旨

府内における環境ビジネスの促進を図るため、環境経営促進金利優遇制度（京

都ＥＣＯレート）の対象者を拡充し、京都府中小企業応援条例に基づく元気印認

定又は「知恵の経営」認証制度に基づく認証を受け、環境関連の技術開発、それ

に伴う新事業展開等に取り組む中小企業に対し金利優遇支援を行う。

２ 事業内容

① ＩＳＯ１４００１認証取得中小企業

事 業 内 容 ② ＫＥＳ認証取得中小企業

③ エコ京都２１認定中小企業

目 的 ④ 京都府地球温暖化対策条例の特定事業者で、新たなエコ対

対 象 対象企業 策(CO2削減)を実施すると認められる中小企業

方法等

⑤ 京都府中小企業応援条例に基づく元気印認定中小企業 又は

京都府「知恵の経営」認証制度に基づく認証中小企業（環境ビジ

ネス関連 【拡充】）

◆対象企業①～④

・ 一般振興融資 △０．２％

・ 小規模企業おうえん融資(ステップアップ枠) △０．２％

金利優遇 ・ 経営活力融資(設備一般) △０．２％、△０．１％（府単独制度）

◆対象企業⑤【拡充】

・ 中小企業成長促進融資（応援条例認定 「知恵の経営」推進）、

△０．２％

担当課・係名 経営支援課 金融担当 課･係 電話番号 075-414-4822

共通－17-3



平成２１年度 当初予算案主要事項説明

文化環境部

電気自動車等普及促進事業費事 業 名

予 算 額 新 規 ・ 継 続 の 別 新 規５４，０００ 千円

１ 目 的

低炭素社会の実現に向けて、電気自動車等の普及推進を図り、運

輸部門のＣＯ 削減と府民意識の高揚を図る。２

２ 事業内容

事 業 内 容 府やレンタカー・タクシー事業者の率先導入によるＰＲの促進及

び充電インフラの整備とあわせて社会実証実験を行う。

（１）観光情報発信事業

目 的 ○電気自動車等を購入するレンタカー事業者、タクシー事業者等

に対する助成（府市協調）

対 象 ・対象車両：補助額

①電気自動車：上限600千円/1台（府1/2、市1/2）

方法等 ②プラグインハイブリッド自動車

：上限300千円/1台（府1/2、市1/2）

○社寺等観光施設が行う充電インフラ設置工事費に対する助成

・補助額：上限100千円/1施設

（予定）（２）公用車への導入

○導入車両：電気自動車

○導入台数：５台

（予定）（３）充電インフラの整備

○急速充電器

・設置場所：府本庁舎、府振興局 等

○２００Ｖ電源

・設置場所：府本庁舎、府公共施設 等

担当課・係名 環境政策課 企画担当 課・係 電話番号 075-414-4703

共通－17-4



平成２１年度 当初予算案主要事項説明

商工労働観光部

京都エコ産業推進事業費事 業 名

継 続予 算 額 新規・継続の別３４，４００千円

１ 趣 旨

中小企業の優れた技術など、京都ならではの強みを生かし、次代の京都をリ

ードする成長産業としてエコ産業の育成を推進し、研究開発から事業化・販路開

拓までをトータルにサポートし、中小企業のエコ化とエコ分野への進出を促進す

る。

２ 事業内容

(1)京都産業エコ推進機構の活動推進(6,000千円)

①新たなエコ産業創出

・中国陝西省等の環境課題を京都企業等の技術を活かしビジネスによる事 業 内 容

解決を図るため、技術交流やマッチングを支援

、目 的 中小ベンチャー企業の持つ独創性のある環境対応型の新技術等を発掘し・

対 象 実用化・販路開拓等を支援

・京都ならではのエコ製品を認定し、ビジネスパートナー交流会等で発方法等

信、市場開拓等を支援

②中小企業のエコ化推進

製造工程における原材料やエネルギーの無駄を低減し資源の有効活用を・

図るための取組を、府内中小企業へ普及

環境産業等産学公研究開発支援事業費（環境関連分野）(28,400千円)(2)

【再掲】

中小企業が中心となった産学公連携グループ等から、産業廃棄物減量化に

寄与する提案を公募し、新技術・新製品の研究開発及び実用化を支援

・対象経費の 以内で補助金を交付1/2
・上限： 年間で 千円 １ｸﾞﾙｰﾌﾟ2 30,000 /

※ 新規採択 件＋Ｈ 継続 件H21 1 20 1
21※事業主体：京都産業

担当課・係名 ものづくり振興課 地域産業振興担当 課･係 電話番号 075-414-4842

共通－17-5



平成２１年度 当初予算案主要事項説明

商工労働観光部

事 業 名 京都知的クラスター連携推進事業費

予 算 額 新規・継続の別 新 規２２，０００千円

１ 趣 旨

文部科学省「知的クラスター創成事業（第Ⅱ期 」に京都市及び関西文化）

学術研究都市が選定されたことを契機として、オール京都の産学公連携体制

により、ナノテクノロジーを基盤技術として環境技術開発・事業化等を強力

に推進し、環境ナノテク部材の開発拠点化を図る。

２ 事業内容

京都環境ナノクラスター（１）クラスター名

（２）提 案 者 京都府、京都市事 業 内 容

（３）地 域 名 京都およびけいはんな学研地域

（４）特定領域 ナノテクノロジー、環境目 的

（５）研究開発テーマ対 象

①エネルギー領域方法等

・半導体、フォトニック結晶などを素材とする「省電力部材」開発

等・微粒子触媒による「新燃料生産技術」開発

②資源領域

・超微細金属加工による「高機能・新機能産業部材」開発

・触媒高性能化などによる「生活環境浄化技術」開発

・高分子素材の複合化による「環境調和型機能性高分子材料」開発 等

③関係府省連携枠

・ 環境センサ」開発「

④広域化事業

・京都環境ナノクラスターの形成

エジプト、中国、ベトナム等への成果展開等

担当課・係名 ものづくり振興課 産学公･新産業担当 課･係直通電話番号 075 414 4853- -

共通－17 6-



平成２１年度当初予算案主要事項説明

農 林 水 産 部

京 都 モ デ ル フ ォ レ ス ト 創 造 事 業 費事 業 名

予 算 額 １３，０００千円 新規・継続の別 継 続

１ 趣 旨

森林所有者、ボランティア団体、ＮＰＯ、企業、大学、行政等の

様々な分野が連携した地域組織を設置し、府民参画、府民協働によ

る多様な森づくりを推進するとともに （社）京都モデルフォレス、

ト協会が行う企業参加の森づくりや活動団体のネットワーク化等の

取組と連携し、府民みんなで京都の森を守り育む「京都モデルフォ

レスト」運動を推進する。

２ 事業概要

①モデルフォレストネットワークづくり事業

事業内容 多様な主体の参画による「地域協議会」を設置し、地域ごとの多様な

活動を推進するとともに （社）京都モデルフォレスト協会の取組を支、

目 的 援する。

②府民参画促進事業対 象

方 法 等 条例に基づく重点区域内で森林所有者と協定を締結して森林の利用及

、 。び保全を行う活動団体に対して その活動に係る経費の一部を助成する

③森林利用保全促進事業

市町村による重点区域候補地の調査を支援するとともに、森林利用保

全計画の策定に向けた合意形成を図る。

④緑の少年団全国大会の開催

平成２１年に京都で開催される「第２０回緑の少年団全国大会」に係

る経費の一部を助成する。

京都府、市町村等３ 事業主体

担当課・係名 モデルフォレスト推進課 課・係 電話番号 075-414-5005

共通－17-7



平成２１年度当初予算案主要事項説明

農 林 水 産 部

地 球 温 暖 化 対 策 森 林 整 備 １ ０ 億 円 事 業 費事 業 名

予 算 額 １，０３７，５００千円 新規・継続の別 一部新規

１ 趣 旨

京都議定書による、森林の二酸化炭素の吸収目標を達成するた

、 、 。め 間伐遅れの森林を整備するなど 必要な森林整備を実施する

２ 事業概要

地球温暖化防止に向けた森林吸収源対策のための間伐等森林整

備の実施事業内容

目 的 〔事業内訳〕

対 象 ○ふるさとの森づくり事業費【新規】 １９５，０００千円

方 法 等 簡易水道上流等の集落に関わりの深い重要な保安林を対象に、

清流の再生等のための森づくり(間伐・除伐等)を実施

○いのちと環境の森づくり事業費 ２８，５００千円

○農林水産部関係公共事業費 ６８４，０００千円

○間伐対策事業費 １３０，０００千円

担当課・係名 林務課 林業振興担当 課・係 電話番号 075-414-5002

森林保全課 森林土木担当 075-414-5028

共通－17-8



平成２１年度 当初予算案主要事項説明

文化環境部

不法投棄等防止対策事業費事 業 名

予 算 額 新 規 ・ 継 続 の 別 継 続４０，４００ 千円

１ 目 的

悪質・巧妙化する不法投棄等に対して、監視・指導体制の強化を

図るとともに、府民ぐるみで早期発見体制を確立し、不法投棄を許

さない京都府づくりを進める。

事 業 内 容

２ 事業内容

（１） 悪質・巧妙化する不法投棄の監視・指導の強化目 的

① 悪質な不法投棄事案に対して、機動班特別チーム（機動班Ｓ

対 象 Ｔ）が集中的な対処を行う。

② 産業廃棄物不法投棄等監視指導員による休日も含めた監視指

方法等 導の充実・強化を図る。

（２） 府民と一体となった取組の推進

産業廃棄物不法投棄情報ダイヤルによる府民と一体となった不

法投棄の早期発見

担当課・係名 課・係 電話番号 075-414-4227循環型社会推進課 不法投棄等対策担当

文化環境－18



平成２１年度 当初予算案主要事項説明

文化環境部

（一部再掲）事 業 名 産業廃棄物発生抑制等促進事業費

予 算 額 新規・継続の別 継 続３１，５００ 千円

１ 目 的

京都府産業廃棄物税条例に基づく税収を活用し、産業廃棄物の発

生抑制やリサイクルに対する取組を促進するとともに、環境産業の

育成にもつなげる。

２ 事業内容事 業 内 容

事 項 [予算内訳] 概 要

目 的 ■府内の産業廃棄物処理業者等が行う減(1)リサイクル技術開発・

量・リサイクルの技術開発及び施設整施設整備補助事業

対 象 備に対する補助[21,000千円]

方法等 ■リサイクル市場の拡大を目指すグリー(2)リサイクル型社会活性

ン購入の普及促進、リデュース・リユ化等支援事業

ース・リサイクルについて広く理解を[4,800千円]

求める啓発事業を展開

■産業廃棄物処理業者の処理実績報告を(3)産業廃棄物処理業者情

データベース化、処理状況の解析と、報システムの運用等

中間処理業者情報の管理・提供等[5,700千円]

担当課・係名 循環型社会推進課 産業廃棄物担当 課・係 電話番号 075-414-4714

文化環境－19



平成２１年度 当初予算案主要事項説明

文化環境部

産業廃棄物減量・リサイクル推進事業費事 業 名

予 算 額 新規・継続の別 継 続４，０００ 千円

１ 目 的

京都府産業廃棄物税条例に基づく税収を活用し、産業廃棄物の減

量・リサイクルを推進していくため、産業界、処理業界、行政等が

協働した取組を実践する。

２ 事業内容事 業 内 容

事 項 [予算内訳] 概 要

■情報交換や意見交換を行う協議会の開(1)ネットワーク推進交流

催、産業廃棄物排出事業所等に対する事業

目 的 相談・コーディネート事業を実施[2,700千円]

対 象 ■減量・リサイクルに係る処理業者や処(2)リサイクル情報データ

理技術情報をデータベース化し、ホーベース化事業

方法等 ムページで広く発信

[1,000千円]

■最新の処理技術や電子マニフェストの(3)研修事業

普及、関係法令に係る研修会等の実施

[300千円]

担当課・係名 循環型社会推進課 産業廃棄物担当 課・係 電話番号 075-414-4714
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平成２１年度 当初予算案主要事項説明

文化環境部

絶滅のおそれのある野生生物保全対策推進事業費事 業 名

予 算 額 新規・継続の別 継 続６，３００ 千円

１ 趣 旨

「京都府絶滅のおそれのある野生生物の保全に関する条例」に基づき、

府民との協働で指定希少野生生物の保全回復対策を推進する。

２ 事業内容

事 業 内 容

（１）指定希少野生生物の保全の推進

①指定希少野生生物保全回復事業計画の策定

②保全推進連絡体制の充実

目 的

（２）生息地等保全地区指定調査等

対 象 ・生息地等保全地区の指定に係る調査、調整等

（３）地域住民等との協働による生息地等保全の取組の推進方法等

・府民協働による保全回復事業の支援

（４）アユモドキ保全緊急対策事業

・ブラックバスによるアユモドキ捕食被害対策の実施

担当課・係名 自然環境保全課 自然環境担当 課・係 電話番号 075-414-4706
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平成２１年度 当初予算案主要事項説明

文化環境部

山陰海岸ジオパーク構想推進事業費事 業 名

予 算 額 新規・継続の別 新 規１，０００ 千円

１ 趣 旨

日本ジオパークに認定された京丹後市から鳥取市に至る山陰海岸地域に

ついて、ユネスコが支援する世界ジオパークネットワークへの加盟を目指

し、関係府県及び市町等で構成する「山陰海岸ジオパーク推進協議会」を

中心に、優れた地質資源の保全と活用を通じた地域振興等の取組を推進す

る。

事 業 内 容

２ 事業内容目 的

世界ジオパークネットワーク加盟申請に向けた取組を推進

対 象 ○ジオパークの広報・啓発

○ジオサイト・ジオルートの整備

方法等 ○ジオツアーガイドの養成

○地質観察会やフォーラム等の実施

○研究者や大学等とのネットワークづくり 等

担当課係名 自然環境保全課 自然公園担当 課・係 電話番号 075-414-4378
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平成２１年度 当初予算案主要事項説明

文化環境部

自然公園ふれあい全国大会開催費事 業 名

予 算 額 新規・継続の別 新 規１０，０００ 千円

１ 目 的

里地・里山の素晴らしい自然や文化を有する「丹後天橋立大江山国定公園」及び

「若狭湾国定公園」を舞台に『自然公園ふれあい全国大会』を開催し、豊かな自然

に恵まれ歴史文化の薫りあふれる府北部地域の魅力を全国へ発信する。

２ 事業内容

事 業 内 容 ◆記念式典 ９月１２日(土)・宮津市内

自然公園関係功労者表彰（環境大臣表彰、知事表彰 、誓いの）

言葉等
目 的

◆エコツアー ９月１２日及び１３日

対 象 府北部国定公園の主要散策ルートで豊かな自然を守り体験する活

動を展開
方法等

主要 ◆ふれあい広場 ９月１２日及び１３日

式典会場等で、京都府の特産品展示販売・北部の自然体験観光等

行事 をＰＲ

◆エコツーリズム・シンポジウム ９月１３日(日)・京丹後市内

基調講演及びパネルディスカッション

◆プレイベント及び大会関連イベント 大会前後の期間

京都モデルフォレスト協会等と連携した自然体験等のプログラム

の展開

主催 環境省、京都府 （財）国立公園協会、平成２１年度自然公園ふれあい、

全国大会実行委員会

主管 京都府、福知山市、舞鶴市、宮津市、京丹後市、伊根町、与謝野町

後援 内閣府、文部科学省、厚生労働省、農林水産省、国土交通省

担当課係名 自然環境保全課 自然公園担当 課・係 電話番号 075-414-4378
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平成２１年度 当初予算案主要事項説明

文化環境部

地球温暖化対策推進事業費事 業 名

予 算 額 新規・継続の別 継 続１８，４２５ 千円

１ 目 的

「京都府地球温暖化防止活動推進センター」の活動を支援し、家庭や地

域における地球温暖化防止の意識啓発を図るとともに、環境配慮活動に率

先して取り組んでいる事業所等を「エコ京都２１」として認定・登録し、

環境配慮行動の促進を図る。

２ 事業内容事 業 内 容

（１ 「京都府地球温暖化防止活動推進センター」への業務委託）

○府民や団体等に対する情報提供、相談・助言

○京都府地球温暖化防止活動推進員の活動支援

目 的 ○府民のエコライフを推進する事業

・インターネット環境家計簿の運用

対 象 ・ エコ親子事業」の実施 等「

（２ 「エコ京都２１」認定・登録方法等 ）

環境配慮活動に率先して取り組んでいる事業所等を認定・登録

○地球温暖化対策部門

温室効果ガスの削減に積極的に取り組んでいる事業所

○循環型社会形成部門

廃棄物の排出削減に積極的に取り組んでいる事業所

○エコスタイル部門

創意あふれる環境配慮活動を推進している学校、地域、商店街、工

場、事業場等

担当課・係名 地球温暖化対策課 企画担当 課・係電話番号 075-414-4708
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平成２１年度 当初予算案主要事項説明

文化環境部

府庁ＣＯ ２０％削減運動推進費事 業 名 ２

予 算 額 新 規 ・ 継 続 の 別 継 続１７,４０６千円

１ 目 的

地球温暖化防止に向けた取組を府庁自らが率先して行うため、

府庁１号館、３号館の照明器具にインバータ電子安定器の導入等を

実施し、ＣＯ 削減の取組を一層加速化させる。２

２ 事業内容

事 業 内 容 府庁１号館、３号館の事務室全室の照明器具にインバータ電子安

定器を導入

・導入台数：約１，５００台（３，５００灯）

・ＣＯ 削減効果：約▲４９ｔ２

目 的

対 象

方法等

担当課・係名 地球温暖化対策課 推進担当 課・係 電話番号 075-414-4831
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平成２１年度 当初予算案主要事項説明

文化環境部

中小企業等のエコ対策促進事業費事 業 名

予 算 額 新 規 ・ 継 続 の 別 継 続５,０００ 千円

１ 目 的

産業部門のＣＯ １０％削減目標達成を推進するため、削減計画書２

に基づく取組の徹底を図るとともに、中小企業が行う地球温暖化対

策の取組に対し支援を行う。

２ 事業内容

（２，０００千円）（１）削減計画書の指導徹底

事 業 内 容 ○条例に基づき削減計画書を提出している特定事業者の取組進捗

状況の指導徹底を図るための府職員と省エネアドバイザーによ

る指導・助言

○中小企業（特定事業者除く）のエコ対策（ＣＯ 削減）を支援す２

目 的 るための省エネコンサルティング支援（省エネアドバイザー派

遣）

対 象

（３，０００千円）（２）ＫＥＳ認証普及促進

方法等 ＫＥＳステップ２認証取得費の一部を助成し、中小企業（特定

） （ ） 。事業者を除く の継続的なエコ対策 ＣＯ 削減 の促進を図る２

担当課・係名 地球温暖化対策課 推進担当 課・係 電話番号 075-414-4831
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平成２１年度 当初予算案主要事項説明

文化環境部

環 境 京 都 発 信 事 業 費事 業 名

予 算 額 新規・継続の別 新 規１３，０００ 千円

１ 目 的

地球環境の殿堂の設立や府内の学術・研究機関と連携した国際的な学術
会議等を実施することにより、国内外に向けて、地球温暖化をはじめとす
る環境問題についての提言・発信を行う。

２ 事業内容

(1)「ＫＹＯＴＯ地球環境の殿堂 (仮称)設立推進費」
(３，０００千円)

世界で環境に貢献した人たちを顕彰し、地球環境に対する
趣 旨 メッセージを京都から発信する「ＫＹＯＴＯ地球環境の殿

堂 (仮称)の設立」
場 所 国立京都国際会館（予定）

事 業 内 容 「ＫＹＯＴＯ地球環境の殿堂 (仮称)設立推進委員会」
推進体制 ・府・市・京都商工会議所・総合地球環境学研究所等オー

ル京都体制
「ＫＹＯＴＯ地球環境の殿堂 (仮称)設立推進委員会の設置」
整備調査・選考基準、オープニング企画等

内 容

(2) 京都環境文化学術会議開催費
目 的 (６，０００千円)

幅広い観点から地球温暖化問題等の解決策を検討する国際
的な学術会議を開催し、国内外に向けて提言を発信趣 旨

対 象 主 催 京都府、京都大学、総合地球環境学研究所
（ ）開 催 日 平成２２年２月 京都地球環境の日(2月16日)前後に開催

開催場所 京都市内
方法等 学術者会議、公開シンポジウム

内 容 ※国内外から、環境、経済、文化等の分野の第一線の研究
者を招聘

(3) 第９回アジア太平洋ＮＧＯ環境会議京都会議(APNEC9)開催支援費
１，０００千円)【府市協調事業】(

ＣＯＰ１５に向けてアジア各国のエネルギー政策やローカ
ルな温暖化対策について議論する国際会議の開催を支援趣 旨

主 催 日本環境会議
共 催 京都府、京都市
開 催 日 平成２１年１１月２０日(金)・２１日(土)
開催場所 京都市内

(4) 京都の知恵と文化を生かした暮らし方サポートサイト(仮称)開設事業費
(３，０００千円)

京都の知恵と文化を生かして府民のライフスタイルの転換
を促すため、情報発信サイトを開設

趣 旨

自然体験、伝統文化体験、フードマイレージ 等コンテンツ

担当課・係名 地球温暖化対策課 企画担当 課・係電話番号 075-414-4708

文化環境－27



平成２１年度 当初予算案主要事項説明

文化環境部
農林水産部
建設交通部

『環』の公共事業費事 業 名
わ

予 算 額 新 規 ・ 継 続 の 別 継 続２，７３８，２２９千円

１ 目 的

平成１５年度に策定したアクションプラン「『環』の公共事業行

動計画」にもとづき、人と自然が共生する環境共生型の地域社会づ

くりを目指す公共事業を推進する。

事 業 内 容

（別添参照）２ 事業内容

目 的 (1,415,480 )環境にやさしい公共事業 千円

・道路の１．５車線的整備、低騒音舗装環

対 象 ・府営住宅ﾄｰﾀﾙﾘﾓﾃﾞﾙ（府内産材使用）の

(1,107,269 )公 環境をつくる公共事業 千円

方法等 ・京の川づくり・京の川再生事業共

・緑の河川・渓流復活事

・災害に強い森づくり など業

( 48,480 )循環をささえる公共事業 千円

・透水性舗装歩道

環境と地域と住民をむすぶ「先導的プロジェクト」

・阿蘇海水質・底質改善の覆砂事業

・海岸環境整備事業 など ( 167,000 )千円

自然環境保全課 自然環境担当 075-414-4706

担当課・係名 農村振興課 基盤担当 課・係 電話番号 075-414-5048

監理課 企画調整担当 075-414-5184
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（単位：千円）

天然アユが遡上する宇川の川づくり 建設 河 継 3,000 3,000 宇川の生態環境を保全するため、河川整備の検証と川づくり計画を策定

１．５車線的整備 建設 道 継 625,200 620,984
２車線改良、１車線改良、待避所の設置等を効果的に組み合わせることで、
環境負荷の少ない道路整備を実現

道路の低騒音舗装 建設 道 継 265,000 125,000
道路の透水性舗装を実施することで、車両の走行安全性の向上・道路交通
騒音の低減を図る

緊急生活道路小規模改良 建設 道 継 400,000 400,000
未改良区間において、現地の状況に合わせて形状変更の少ない小規模改
良を実施

透過型砂防堰堤 建設 砂 継 40,000 30,000
渓流を分断しない透過型砂防堰堤を採用し、生物環境に配慮した砂防事業
を実施

緑の散策道等再生事業 建設 公 継 9,000 9,000 府内産間伐材を活用した都市公園の案内板等を整備

森のゼロエミッション治山事業 農林 継 20,280 25,000
CO2排出の少ない木製治山ダムの建設及び施工時に排出したCO2を後年度
に回収するための周辺植栽工の実施

府営住宅建設（府内産材使用） 建設 住 継 21,500 9,000 府営住宅の住戸内部の壁、床等に府内産木材を利用

府営住宅ﾄｰﾀﾙﾘﾓﾃﾞﾙ（府内産材使用） 建設 住 継 31,500 31,500 府内産木材を活用し、府営住宅の住戸内部を改善

小　　計 1,415,480 1,253,484

水辺環境整備（地域振興河川事業） 建設 河 継 40,000 40,000
市町村のシンボル的な河川などにおいて、河川公園等を整備することにより
まちづくり活動に寄与し、地元に愛される良好な水辺空間の整備を行う

大規模な海の森づくり 農林 継 74,539 74,539
地球温暖化の防止、海洋水質環境の維持・保全を図るため、炭素、窒素、リ
ン等の固定機能を有する藻場を造成する。

電線類の地中化 建設 道 継 215,000 75,000 無電柱化推進計画に基づき、道路の無電柱化を促進

京の川づくり事業 建設 河 継 130,000 130,000
山紫水明の歴史都市・京都にふさわしい水辺空間の創出を目的に、河川の
環境整備を推進

京の川再生事業 建設 河 継 20,000 240,000
西高瀬川の枯れ川区間に導水工事により、川の流れを再生させるとともに、
沿川に親水拠点を整備

緑の河川復活事業 建設 河 継 80,000 76,000
府内産間伐材を活用した木工沈床、魚道工等の施工により河川環境を維
持

緑の渓流復活事業 建設 砂 継 3,000 3,000
府内産間伐材を利用した木製ブロック工等により蛍等の生息する渓流を
整備

公園緑地の整備 建設 公 継 380,000 374,800 公園緑地を整備し、良好な都市景観や快適な空間の整備を実施

災害に強い森づくり事業 農林 継 48,328 49,607
山村集落の生活用水等を供給する水源山地の森林を対象に、荒廃森林の
整備や治山施設の設置等を一体的に実施

安心・安全の森整備事業「公共治山」 農林 継 116,402 116,813
水源かん養や土砂流出防備など森林の持つ公益的機能を発揮させるため
の保安林の改良や保育の実施

丹後海と星の見える丘公園整備 文化 継 0 12,000 丹後海と星の見える丘公園「共生の森」園路整備等

小　　計 1,107,269 1,191,759

透水性舗装歩道 建設 道 継 48,480 24,200
雨水をアスファルト表面から地盤に浸透させることにより、ひとが利用しやすく
環境の保全に配慮した歩道整備を実施

小　　計 48,480 24,200

大手川総合土砂管理 建設 河 継 ー ー
大手川（宮津市）において、総合的な土砂流出管理を図るため。治山、砂防、
河川が連携して事業を実施

天橋立の侵食対策 建設 港 継 30,000 40,000
河川からの流出土砂の減少や、沿岸漂砂の遮断等による砂浜の浸食を防止
し、美しい砂浜の再生を図る

天橋立保存対策事業費 建設 公 継 10,000 10,000 天橋立の松並木を保護・育成し景観を保全

海岸侵食対策事業 建設 港 継 5,000 ー
老朽化した護岸を修築し、塩害防止と合わせて天橋立を望む良好な海浜空
間を創造

海岸環境整備事業 建設 港 継 72,000 72,000
遊歩道等の整備により、景勝地にふさわしい景観を創造し、海浜利用促進を
図る

阿蘇海水質・底質改善の覆砂事業 建設 港 継 50,000 72,000
閉鎖性水域である阿蘇海において、海底に堆積したヘドロ層からの汚濁物質
の溶出を抑制し、水質浄化を図る

小　　計 167,000 194,000

2,738,229 2,663,443

平成２１年度　『環』の公共事業行動計画に基づく主要な取組一覧
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平成２１年度 当初予算案主要事項説明

文化環境部

文化環境部関係公共事業費・単独公共事業費事 業 名

予 算 額 新 規 ・ 継 続 の 別 継続４，９８２，４６０千円

【平成２１年文化環境部関係公共事業費・単独公共事業費】

課名 事 業 名 事業主体 予算額（千円）

自 自然公園等維持管理費 府 43,521

然

事 業 内 容 保環 自然公園施設整備費 府・市町村 179,650

全境

課 小 計 223,171

目 的 団対営農業農村整備事業費 市町村 470,330

（農業集落排水事業費）

対 象 水

環 下水道企画調査費 府 9,500

方法等 境

対 市町村下水道事業指導費 府 2,464

策

課 流域下水道建設費 府 4,276,995

小 計 4,759,289

合 計 4,982,460

担当課・係名 自然環境保全課 自然公園担当 課・係 電話番号 075-414-4378

水環境対策課 計画担当 075-414-5210

建設担当 075-414-5211

文化環境－29



平成２１年度 当初予算案主要事項説明

文化環境部

事 業 名 ＜水道事業会計＞

府営水道広域化施設整備事業費

予 算 額 新 規 ・ 継 続 の 別 継 続３，３６６，５５２千円

１ 目 的

府営水道の３浄水場を接続し、災害時や事故時における相互のバ

ックアップ体制を確立することで府営水道の安心・安全性を高める

とともに、３浄水場の一体的・効率的な水運用等により事業運営コ

ストの縮減を図る。

事 業 内 容

２ 内 容

○ポンプ施設等の整備

目 的 昨年度に引き続き久御山町域で整備中の水運用拠点施設につい

てポンプ施設の機械、電気設備及び場内配管等の整備を推進し、

対 象 平成２１年度の完成を目指す。

方法等 ○府営水道水運用センター（仮称）の整備

昨年度に引き続き水運用センター（仮称）のシステム整備を推

進し、平成２１年度の完成を目指す。

担当課・係名 建設整備課 広域整備担当 課・係 電話番号 075-414-5483
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平成２１年度 当初予算案主要事項説明

文化環境部

事 業 名 ＜水道事業会計＞

府営水道宇治浄水場導水施設更新事業費

予 算 額 新 規 ・ 継 続 の 別 継 続６６０，０００千円

１ 目 的

府営水道宇治浄水場の重要な基幹施設である導水施設の更新を行

うことにより、水道水の安定供給に資する。

２ 内 容

事 業 内 容

昨年度に引き続き建設工事を実施し、平成２１年度の完成を目指

す。

・トンネル内部配管工事φ=900mm 一式

目 的 ・開削・推進工事φ=900mm L=0.6km

対 象

方法等

担当課・係名 建設整備課 広域整備担当 課・係 電話番号 075-414-5483
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平成２１年度 当初予算案主要事項説明

文化環境部

事 業 名 ＜水道事業会計＞

府営水道浄水施設耐震化事業費

予 算 額 新 規 ・ 継 続 の 別 継 続１，０３３，４５０千円

(他に債務負担行為６５ ０００千円)，

１ 目 的

府営水道宇治浄水場及び木津浄水場の基幹水道構造物（沈殿池・

ろ過池等）の耐震化対策を順次行うことにより、ライフラインとし

てより一層の安心・安全の向上に資する。

２ 内 容事 業 内 容

昨年度に引き続き、浄水場基幹水道構造物の耐震化対策工事を推

進し、平成２３年度の完成を目指す。

目 的 ・宇治浄水場

沈殿池・ろ過池・洗浄用貯水池

対 象 ・木津浄水場

沈殿池・ろ過池

方法等

担当課・係名 建設整備課 広域整備担当 課・係 電話番号 075-414-5483
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平成２１年度 当初予算案主要事項説明

文化環境部

事 業 名 ＜水道事業会計＞

府営水道受水市町水道事業経営健全化事業費補助金

予 算 額 新 規 ・ 継 続 の 別 継 続９，６４３千円

１ 目 的

京都府と京都府営水道受水市町が連携・協力し、受水市町の水道

事業の経営健全化を図るために実施する、施設の効率化や水道事業

のコスト削減を図る取組に対し補助金を交付する。

２ 内 容事 業 内 容

経営健全化計画に沿って当該市が実施する、浄水場の集約化に要

する経費に充当する企業債の利息総額の２分の１以内の補助を引き

続き実施する。

目 的

対 象 交付先 向 日 市 長岡京市

21年度補助金額 ３，４０１千円 ６，２４２千円

方法等

担当課・係名 公営企画課 経営計画担当 課・係 電話番号 075-414-5481
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平成２１年度 当初予算案主要事項説明

文化環境部

事 業 名 ＜工業用水道事業会計＞

工業用水道施設耐震化事業費

予 算 額 新 規 ・ 継 続 の 別 新 規１３８，７００千円

１ 目 的

長田野及び綾部工業団地へ送水する工業用水道施設の耐震化対策

を行うことにより、安定給水の向上に資する。

２ 内 容

事 業 内 容

○送水ポンプに係る場内配管耐震化対策工事の実施

・場内配管更新φ=600mm L=80ｍ

・電磁流量計更新

目 的

○長田野配水池の耐震補強等工事の実施

対 象 ・１号配水池 耐震補強・外面補修工事

・２号配水池 外面補修工事

方法等

担当課・係名 建設整備課 広域整備担当 課・係 電話番号 075-414-5483
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